


鍵盤三景

長崎県佐世保市出身。カナダ・モントリオールを

拠点に活動しているピアニスト。12 歳から本格

的なピアノの指導を水谷玲子氏に受ける。長崎大

学入学後、カナダの名門マギル大学に編入、ピア

ノ科で学部と大学院共に橋本京子教授に師事。在

学中、「若く優れたピアニスト」とニューブラン

スウィックでのソロリサイタルの際、音楽雑誌等

で報じられた。優秀な成績が認められ、ジェフ

リーキャンベル奨学金、ルブカ・コレッサ・アワー

ド、エレンバロン奨学金、そしてヤマハカナダ奨

学金を受賞。2014 年イタリアで行われた IBLA 

GRAND PRIZE にて入賞。

国内外のマスタークラス /フェスティバルに多数

参加し、ギルバート・カリッシュ、ラン・ラン、

アンドレ・ラプラント、アンドレアス・ハエフリ

ガー、フィリップ・モル、マキシム・ベンゲロフ、

福岡県出身。5歳よりピアノを始める。ジャック・

ルヴィエ、横山幸雄らに師事。

高校入学を機に上京し、全額免除特待生として上

野学園高校音楽科演奏家コースを卒業。2014 年

に渡欧し、2017 年にオーストリア国立ザルツブ

ルク・モーツァルテウム大学ピアノ科、2021 年

に同学大学院ピアノ・ソリスト科を共に最優秀で

卒業・修了。大学院在学中、2018 年度大学奨学

京都市出身。愛知県立芸術大学卒業、東京藝術大

学大学院修了。ロームミュージックファンデー

ション、メイヤー財団の両助成を得てパリ国立高

等音楽院高等第二課程、IRCAM作曲研究課程を

修了。愛知県立芸術大学大学院非常勤講師を経て、

現在、大分県立芸術文化短期大学専任講師、相愛

大学・同大学院非常勤講師。

2010 年第 8回武生作曲賞受賞、2015 年第 8回

1979 年、東京生まれ。東京音楽大学卒業、情報

科学芸術大学院大学（IAMAS）修了。代表作に自

作自動演奏機械の為の音楽「ゾンビ音楽」シリー

ズ等。第 58回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美

術展日本館代表作家。第 7回 JFC 作曲賞（日本

作曲家協議会）、第 10回創造する伝統賞 ( 日本文

化芸術財団 )。2021 年より愛知県立芸術大学准

教授

ピアノ。白鍵52、黒鍵36の計88を数え、広い音域と深い音楽性は多くの音楽家を惹きつけ続けています。「鍵盤三景」は、このピアノという楽器をベー

スに、アコースティック、プリペアド、エレクトロニクスといった方法で最先端のキーボード音楽の歴史、現在、そして未来を俯瞰しようとするも

のです。

今回の一連の演奏会は、2022 年 2月に行われた "Feldman meets freq" を前身としています。九州大学芸術工学部が誇る設備で、芸工内外の優れた

作曲家、演奏家の音楽をお楽しみください。鍵盤の向こう側が新たに見えれば、とても嬉しいです。

八坂公洋 / YASAKA Kimihiro

西岡怜那 / NISHIOKA Reina

松宮圭太 / MATSUMIYA Keita

安野太郎 / YASUNO Taro

ホカン・ハルデンベルガーなどに指導を受ける。

これまでに日本、カナダ、アメリカ、イタリアそ

してスコットランドで演奏しており、バロックか

ら近現代まで幅広くレパートリーがあるが、特に

近現代の曲に力を入れており、演奏は国営ラジ

オカナダなどに取り上げられている。これまで

数々の初演をし、その楽曲はカワイ出版やジェ

ラール・ビヨドー出版、バベル出版ミュージッ

ク・フィンランド、カナディアン・ミュージック・

センターなどから出版されている。ISME World 

Conference, Chosen Vale, Arkas, Acces Asie など

のフェスティバルや名古屋音楽大学、愛知県立芸

術大学、ゲーテ・インスティテュートなどの教育

機関、並びにカナダ政府、日本総領事館などの行

政機関にもゲストアーティストとして招待されて

いる。また、現代音楽のスペシャリスト達からも

信頼が厚く、井上郷子（pf）や Duo Airs などと

共演している。

近年ではレコーディングアーティストとしても活

動しており、1st アルバム「和のかたち」2nd ア

ルバム「モザイク」を日本アコースティックレコー

ドより発売。「和のかたち」はレコード芸術で準

特選になった。グラミー賞受賞暦のあるサウンド

エンジニア Richard King のプロジェクトの一環

でレコーディングを行い、Focal Press/Routledge

から出版されている "Orchestra Recording and 

Other Classical Music Ensembles." に シ ョ パ ン

の Op.9No.2 の録音が使われている。2021 年に

ゲーテ・インスティテュートとノリエントの世界

の音楽事情を提供するポッドキャストシリーズ

「TIMEZONES」にてモントリオールで活躍する若

手現代音楽家の 1人としてフィーチャーされる。

金を受け、2019 年度 Erasmus Plus 奨学生とし

てロンドン市立ギルドホール音楽演劇学校にて学

びディプロムを取得。

全日本学生音楽コンクール北九州大会第 1

位、飯塚新人音楽コンクール第 1 位、Vienna 

International Piano Competition 第 1 位など、国

内外の多くのコンクールで入賞を重ねる。九州交

響楽団、ポーランド国立クラクフ管弦楽団等との

共演をはじめ、日本各地、オーストリア、ドイツ、

イギリス、フランス、スペイン、ポーランド の

コンサートや音楽祭にて演奏。2018 年のウィー

ン・ロプコヴィッツ宮殿および福岡でのソロリサ

イタルは、多数の新聞誌面で取り上げられる。

現在、九州大学大学院芸術工学府博士後期課程に

在籍。演奏活動の傍ら、音楽コンクールの社会的

役割や可能性に関する研究を進めている。

https://www.reinanishioka.com/

デステロス作曲コンクール・ミクスト作品部門佳

作（アルゼンチン）。2016 年フランス学士院の

任命により在マドリード・フランス・アカデミー

第 87代芸術会員。スペインのカサ・デ・ヴェラ

スケス、モロッコのアンスティチュ・フランセ・

フェズなどで滞在芸術家を務め、オーストリアの

クラングシュプーレン音楽祭、スペインのミクス

チュール、ベルギーのアルス・ムジカ、韓国の統

営音楽祭、現音 Music of Our Time 等の国際音楽

祭で紹介される。音響オブジェ、数理モデル、身

体の理の相互協調に関心を寄せて制作する。作品

は多岐に渡り、ハイブリッド・ヴィオラのための

「奇想曲」（アルス・ムジカ 2015）、「ギター小協

奏曲」（ソフィア王妃芸術センター 2017）、舞台

音楽「阿修羅」（大駱駝艦・壺中天 2015, パリ日

本文化会館 2017）など。
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